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ジカウイルス感染症に関する注意喚起の徹底について 

 

 

標記については、現在、中南米・カリブ海地域やアジア地域を中心にジカウイルス感染

症の発生が確認されていることから、厚生労働省ウェブサイト「ジカウイルス感染症の流

行地域について」でお知らせしているところです。 

今般、シンガポールにおいて、ジカウイルス感染症の国内感染事例が多数報告されたこ

とから、厚生労働省としては、シンガポールをジカウイルス感染症の流行地域として取り

扱うこととします。 

つきましては、別添のとおり啓発資料を更新しましたので、渡航者に対する注意喚起や、

帰国・入国者に対する自己申告の呼びかけ等について、御対応方よろしくお願いします。 

 

 

参考１：シンガポール保健省発表（2016 年 8 月 29 日付け） 

https://www.moh.gov.sg/content/moh_web/home/pressRoom/pressRoomItemRelease/201

6/localised-community-spread-of-zika-virus-infection-with-more-cas.html 

・シンガポールにおいてジカウイルス感染 41 例を確認。 

・Aljunied Crescent 地区及び Sims Drive 地区においてのみ確認され、患者は当該地区

の住民又は労働者。 

・その他の地域においても伝播の可能性が排除できない。 

 

参考２：外務省 海外安全ホームページ 感染症スポット情報 

シンガポールにおけるジカウイルス感染症の発生（妊娠中又は妊娠予定の方は可能な限

り渡航をお控えください。） 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcspotinfo.asp?id={%countrycd%}&infocode=20

16C229 

 

別添１：ジカウイルス感染症リーフレット及びポスター（出国用） 

別添２：ジカウイルス感染症リーフレット及びポスター（入国用） 

https://www.moh.gov.sg/content/moh_web/home/pressRoom/pressRoomItemRelease/2016/localised-community-spread-of-zika-virus-infection-with-more-cas.html
https://www.moh.gov.sg/content/moh_web/home/pressRoom/pressRoomItemRelease/2016/localised-community-spread-of-zika-virus-infection-with-more-cas.html
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcspotinfo.asp?id=%7b%25countrycd%25%7d&infocode=2016C229
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcspotinfo.asp?id=%7b%25countrycd%25%7d&infocode=2016C229


 性行為で感染する可能性があります 

 妊娠中･妊娠の可能性のある方はご注意下さい 

「ジカウイルス感染症」  
  が流行しています！ 

渡航中は、長袖、長ズボンを着用し、定期的に虫除けス
プレー等を使用し、蚊に刺されないようにしましょう。 

検疫所ホームページ  FORTH 
http://www.forth.go.jp FORTH ジカ 

厚生労働省 検疫所 

別添１－①（出国用ポスター） 

 「蚊の用心 しているあなたも 日本代表」 夏の蚊対策広報強化月間 標語 優秀作品（ 大分県 大海 寛輝さん(37歳) ） 

中南米地域、米国フロリダ州、東南アジア 
などに渡航される方へ 

【重要なお知らせ】 

渡航中は、 

蚊 に注意 
してください！ 

渡航中は、症状の有無にかかわらず、性行為の際に 
コンドームを使用するか性行為を控えてください。 

詳しくは 
 → → → 

妊娠中にジカウイルスに感染すると、胎児に小頭症などの
先天性障害をもたらす可能性があることから、流行地域へ
の渡航を控えてください。 

 蚊に刺されることで感染します 



【症状】 
主として軽度の発熱、発疹、結膜炎、
関節痛、筋肉痛、倦怠感、頭痛など 
 

【感染経路】 
ジカウイルスを持った蚊がヒトを吸
血することで感染します。輸血や性
行為によって感染する場合もありま
す。感染しても全員が発症するわけ
ではなく、症状がないか、症状が軽
いため気付かないこともあります。 
 

【流行地域】 
アフリカ、中南米、アジア太平洋地
域で発生がありますが、近年は中南
米で流行が拡大しています。 
また、中南米以外（米領サモア、
フィジー、ミクロネシア連邦コスラ
エ州、マーシャル諸島、ニューカレ
ドニア、パプアニューギニア、サモ
ア、トンガ、カーボベルデ、米国フ
ロリダ州の一部、インドネシア、シ
ンガポール、タイ、フィリピン、ベ
トナム）でも発生しています。 

別添１－②（出国用リーフレット） 

※平成28年８月29日現在 中南米及びアジアにおける流行地域   

・妊娠中にジカウイルスに感染すると、胎児に小頭症などの先天性障害をもた
らす可能性があることから、妊婦および妊娠の可能性のある方は流行地域へ
の渡航を控えたほうが良いとされています。やむを得ず渡航をする場合は、
特に蚊に刺されないように注意してください。 

・流行地域では、長袖、長ズボンの着用や、定期的に蚊の忌避剤（虫除けスプレー

等）を使用するなどして、蚊に刺されないように注意してください。 

・性行為感染等のリスクを考慮し、流行地域に滞在中は、症状の有無にかかわ
らず、性行為の際にコンドームを使用するか性行為を控えてください。 

厚生労働省 検疫所 
 「蚊の用心 しているあなたも 日本代表」 夏の蚊対策広報強化月間 標語 優秀作品（ 大分県 大海 寛輝さん(37歳) ） 

検疫所ホームページ  FORTH 
http://www.forth.go.jp 

FORTH ジカ 帰国時の注意事項など詳しくは → 

特に妊婦および妊娠の可能性のある方はご注意ください  

 中南米地域、米国フロリダ州の一部、 
 東南アジアなどで  

「ジカウイルス感染症」 
   が流行しています！ 

  妊婦および妊娠の可能性のある方へ 

  流行地域に渡航される方へ（渡航中の注意事項） 

ジカウイルス感染症 

エルサルバドル 

ベリーズ 

メキシコ 

キューバ 

グアテマラ 

パナマ 

コロンビア 

パラグアイ 
ブラジル 

ベネズエラ 

スリナム 

仏領ギアナ 

ハイチ ホンジュラス 

ガイアナ 

エクアドル 

ボリビア 

ドミニカ共和国 

ニカラグア 
コスタリカ 

キュラソー島 

ジャマイカ 

アルバ 

ボネール 

ペルー 

アルゼンチン 

タイ 

フィリピン 

セントビンセント及び 
グレナディーン諸島 

セント 
ルシア 

プエルトリコ 

マルティニーク 

グアドル－プ 

米領バージン諸島 

ドミニカ国 セント・マーティン島 

トリニダード・トバゴ 

バルバドス 

サン・バルテルミー島 

グレナダ 

インドネシア 

シント・ユースタティウス島 

サバ島 

米国フロリダ州の一部 タークス・カイコク諸島 

アンギラ 

アンティグア 
・バーブーダ 

ベトナム 

ケイマン諸島 

バハマ 

シンガポール 



「ジカウイルス感染症」  
  が流行しています！ 

国内でのウイルス拡散防止のため、症状の有無にかかわらず、 
帰国後少なくとも２週間程度は、忌避剤（虫除けスプレー等）を
使用するなどして、蚊に刺されないための対策を行ってください。 

厚生労働省 検疫所 

別添２－①（入国用ポスター） 

 「蚊の用心 しているあなたも 日本代表」 夏の蚊対策広報強化月間 標語 優秀作品（ 大分県 大海 寛輝さん(37歳) ） 

中南米地域、米国フロリダ州、東南アジア
などからお帰りの方へ 

【重要なお知らせ】 

渡航先で 

蚊 に刺され心配な方、 

発熱等の症状のある方は、 
検疫官にご相談ください。 

流行地域から帰国した男女は、症状の有無にかかわらず、最低８週
間（パートナーが妊婦の場合は妊娠期間中）、性行為の際にコン
ドームを使用するか性行為を控えてください。 

 帰国後2週間は、蚊に刺されないようにしてください。 

 帰国後最低８週間の性行為には、配慮が必要です。 

※入国後に発症した場合は、 
 最寄りの保健所等にご相談ください。 

検疫所ホームページ  FORTH 
http://www.forth.go.jp 

FORTH ジカ 詳しくは 
 → → → 



【症状】 
主として軽度の発熱、発疹、結膜炎、
関節痛、筋肉痛、倦怠感、頭痛など 
 

【感染経路】 
ジカウイルスを持った蚊がヒトを吸
血することで感染します。輸血や性
行為によって感染する場合もありま
す。感染しても全員が発症するわけ
ではなく、症状がないか、症状が軽
いため気付かないこともあります。 
 

【流行地域】 
アフリカ、中南米、アジア太平洋地
域で発生がありますが、近年は中南
米で流行が拡大しています。 
また、中南米以外（米領サモア、
フィジー、ミクロネシア連邦コスラ
エ州、マーシャル諸島、ニューカレ
ドニア、パプアニューギニア、サモ
ア、トンガ、カーボベルデ、米国フ
ロリダ州の一部、インドネシア、シ
ンガポール、タイ、フィリピン、ベ
トナム）でも発生しています。 

別添２－②（入国用リーフレット） 

※平成28年８月29日現在 中南米及びアジアにおける流行地域 
   

・蚊に刺されたというだけで過度に心配する必要はありませんが、
心配なことや発熱等の症状のある方は、検疫所にご相談ください。 

・国内でのウイルス拡散防止のため、帰国後少なくとも２週間程度
は、忌避剤（虫除けスプレー等）を使用するなどして蚊に刺されないよ
うにしてください。 

厚生労働省 検疫所 
 「蚊の用心 しているあなたも 日本代表」 夏の蚊対策広報強化月間 標語 優秀作品（ 大分県 大海 寛輝さん(37歳) ） 

流行地域からの帰国者で心配な方は、検疫官に申し出てください  

 中南米地域、米国フロリダ州の一部、 
 東南アジアなどで  

「ジカウイルス感染症」 
   が流行しています！ 

 流行地域に渡航された方へ（帰国後の注意事項） 

ジカウイルス感染症 

・流行地域から帰国した男女は、性行為感染等のリスクを考慮し、症状の有無
にかかわらず、最低８週間（パートナーが妊婦の場合は妊娠期間中）性行為
の際にコンドームを使用するか性行為を控えてください。 

・心配なことや発熱等の症状が出た方は、最寄りの保健所等にご相談ください。  

検疫所ホームページ  FORTH 
http://www.forth.go.jp 

FORTH ジカ 帰国時の注意事項など詳しくは → 
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・バーブーダ 
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